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Kumiさんのワーキングホリデー体験談 
2017年5月から約2年間、パースを拠点にワーホリビザで滞在しました。 

最初1ヶ月はオージー家族でホームステイしながら、語学学校に通いました。 

ご家族はとってもアクティブで、土日にはサイクリングやハイキング、親族が集まって 

一緒に過ごしました。週末は家族と過ごす時間を大切にされてました。 

日本との生活リズムや考え方の違いを強く感しました。 

 

その後はシェアハウスで暮らし始めました。初めてのシェアハウス探しは思っていたより大変でした

が、外国人環境で暮らしたいと、ネットで探して数件インスペクション（見学）をして周りました。 

語学学校は、日本で受けてきた英語学習とは全く異なり、最初は先生がなにを説明しているの

か、その英語に慣れるのが大変でした。予想より日本人が多いです。ただ、それをプラスかマイナス

に捉えるかは自分次第だと思いました。 

日本人同士だから広がるコミュニティや、卒業後の仕事探し等、お互い助け合えることが 

いっぱいありました。学校で出会った友達と今でも繋がっていて、出会いに感謝しています。 

卒業後、すぐにファームジョブを始めると決めていたのですが、WAのファーム情報が少なく仕事を 

探し始めたのが7月（冬＆雨季）ということもあり、全く見つかりませんでした。 

そんな時に助けてくれたのは、元ワーホリ経験者の日本人でした。Donnybrookという場所にある 

家のオーナーとファーマーが繋がっており、仕事を斡旋してくれるシェアハウスへ移動しました。 

すぐ始めれる仕事がなくオーナーが一緒にレジュメを渡しに行ってくれ、仕事に関して教えてくれま

した。2週間のウェイティング（待ち）で、長い方だと思います。現地でファームジョブは天候に左右さ

れるということがよくわかりました。  

私が貰った仕事はフルーツ（主にアボカド・リンゴ）パッキングです。 

この時期に室内でかなりラッキーだったと思います。 

時給制で毎日長時間働けた為、かなり貯金できました。 

台湾人と日本人が7割、残りがヨーロピアンでした。 

その後、思い付きで友達とタスマニアへ移動しました。 

タイミングの良いことにチェリーパッキングの仕事をゲットできました。 

交通手段がなかった為、車を購入しシェアハウスで1週間、キャンプサイトでテン

ト生活を3週間しました。今まで経験したことないハードな生活で、当たり前に過ごしてきた日々が

とても恵まれていることを実感しました。  

 

2月中旬から約1ヶ月アメリカ・ロサンゼルスからニューヨークまでの横断の旅に出ました。 

ワーホリをしていなければ絶対しなかったことの１つです。 

旅を終え、パース市内仕事探しの為、レジュメを配り歩き、ネット上の求人に問い合わせしました。

大変でしたが、念願のカフェベーカリーでの仕事が決まり、国内でセカンドビザを申請しました。

朝早くから忙しいカフェで、ローカルのお客さまが9割以上を占めていたので、 

最初は英語接客をするだけで精一杯でした。聞き取りはできても、お客さんからの質問に 

すぐに英語で返答できないこともあり自分の英語力に嫌気がさすことばかりでした。 それでも

一緒に働いていたスタッフに恵まれ、仕事が楽しくて仕方ない毎日でした。接客に慣れてきた

後、バリスタとしての研修もしていただきました。コーヒー文化が浸透しているオーストラリアで

は、毎日同じ時間に来て、同じものを注文されるお客様がほとんどです。 

そのカフェでセカンド突入から6ヶ月働きました。 

 

夏にはキャンピングカーでブルーム（WAの北）までロードトリップをしました。 

今まで経験したことのない暑さでしたが、シュノーケルをし 

今まで見たことのない壮大な景色を感じる日々でした。 

その後の新たな仕事探しはローカルカフェへのチャレンジでした。 

合計で100件以上アプライをして、インタビューやトライアルに進め

たのは、数件でした。何度も諦めかけましたが、最後の最後にトライアル連絡があったカフェでの仕

事が決まりました。ローカルジョブで厳しいと感じたことはコンスタントに仕事が入らない為、安定

した収入がなかったことです。その為、夜はジャパレスでも働きました。ハードに思われますが、各仕

事の実働時間は短いため、自分の時間も休みも充実したものでした。 

2年間、あっという間で書ききれないくらいの想い出と経験ができ今までで1番濃い日々でした。も

ちろん、楽しいことだけではなく挫折しそうになったこともありましたが、全て含めて素敵な思い出

です。日本にいると海外への一歩は、なかなか踏ん切りがつかないかもしれませんが、少しでもワー

ホリに興味があれば、踏み込むべきだと私は思います。海外に出なければ得られなかった経験、出

逢い、今はその全てに感謝しています。  

今後は日本を訪れる外国人に英語のヘルプをしていきたいです！ 


